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『
博
徳
宜
セ
ン
タ
ー
報
』
ニ

O
O六

《
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
学
部
懐
徳
童
セ
ン
タ
ー

ニO
O六
年
二
月
二
八
日
発
行
)

よ
み
が
え
る
重
建
懐
徳
堂

復
元
模
型
の
制
作
に

つ
い
て

湯

浅

実日

ヲム

懐
徳
堂
と
重
建
懐
徳
堂

【重
建
懐
徳
堂
玄
関】

そ
れ
か
ら
約
四
十
年
の
後
、
懐
徳
堂
の
復
興
を
期
待
す
る
声
が
歴
史

を
大
き
く
動
か
し
て
い
っ
た
。
明
治
四
十
三
年

{
一
九
一

O
)、
大
阪
の
政
財
言
論
界

と
こ
ろ
が
、

} 一

江
戸
時
代
の
大
原
学
問
所

「懐
徳
堂
」
は
、
江
戸
幕
府
の
崩
壊
と
と
も
に
明
治
二

年

(
一
八
六
九
)
に
閉
校
し
た
。
憤
徳
堂
百
四
十
年
余
の
歴
史
が
途
絶
え
た
の
で
あ

る
。

首4
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を
挙
げ
て
懐
徳
堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
翌
年
に
は
、
懐
徳
堂
貴
章
一
番
の
復
刻

刊
行
、
歴
代
教
授
を
祭
肥
す
る
師
儒
公
祭
の
挙
行
、
貴
重
資
料
の
展
覧
会
の
開
催
な

ど
の
顕
彰
事
業
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
大
正
五
年
二
九
二
ハ
)
に
は
待
望
の
学
舎
が
建
設
さ
れ
た
。
場
所
は
江

戸
時
代
の
懐
徳
堂
が
あ
っ
た
所
か
ら
南
東
に
約
一
回
の
地
に
移
動
し
た
た
め
、

そ
の

学
舎
は
単
な
る
改
築
で
は
な
く
、
新
た
な
場
所
に
「
重
建
」
さ
れ
た
懐
徳
堂
、
す
な

わ
ち

「重
建
懐
徳
堂
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
重
建
懐
徳
堂
は
安
仙
な
学
費

で
講
義
を
公
開
し
、
大
阪
の
市
民
大
学
文
科
大
学
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

大
正
十
五
年
(
一
九
二
六
)
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
の
書
庫
・研

究
室
棟
も
培
鼓
さ
れ
た
ロ

F 



【重
建
懐
徳
堂
書
庫

・
研
究
室
棟
】

今 .予場当• 重
建
懐
徳
堂
設
計
図
の
発
見

昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五

の
大
阪
大
空
襲
に
よ
り
、
重
建
懐
徳
堂
は
書
庫

・
研

究
室
棟
を
残
し
て
焼
失
し
た
。
拠
点
を
失
っ
た
懐
徳
堂
記
念
会
は
、
昭
和
二
十
四
年
、

大
阪
大
学
に
文
学
部
が
で
き
た
の
を
機
に
、
三
万
六
千
点
に
及
ぶ
貴
重
資
料
を
大
阪

大
学
に
寄
贈
し
た
@
阪
大
で
は
、
そ
の
貴
重
資
料
を
「
懐
徳
堂
文
庫
」
と
命
名
し
て

保
存
し
、
以
後
、
懐
徳
堂
記
念
会
と
阪
大
と
が
協
同
し
て
、
資
料
制
査
、

公
開
講
座

な
ど
の
各
穣
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
+
二
年
(
二

0
0
0
)、
懐
徳
掌
研
究
会
(
事
務
局
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研

究
室
)
に
よ
る
懐
徳
堂
文
庫
資
料
の
総
合
調
査
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
研
究
会
は
、
そ

の
翌
年
の
大
阪
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
、

記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
公
開
さ
れ
た
懐
徳
堂
貴
重
資
料
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
作
成

に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
こ
の
研
究
会
メ
ン
バ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
同
じ
く
平
成
十

三
年
の
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
新
館
設
立
に
伴
う
懐
徳
堂
文
庫
移
転
作
業
を
進
め
、

資
料
の
整
理
・
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の

一
連
の
作
業
の
中
で
、
懐
徳
堂
文
庫
の
中
に
、
重
建
懐
徳
堂
の
設
計
図
面

(
育
焼
き
)
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
主
な
図
面
は
全
五
枚
か
ら
な
り
、

表
紙
に
「
大
正
四
年
九
月

懐
徳
堂
設
計
図

竹
中
工
務
応
」
と
あ
っ
た
。

復
元
模
型
制
作

へ
の
道

平
成
十
六
年
(
ニ

O
O四
)
十
二
月
、
俵
徳
堂
記
念
会
運
営
幹
事
会
に
お
い
て
、
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の懐
設 i地
立主
は記
明念
治会
四:/IIJ
十立
三百
年周

竺記
九念
一事

O 業
n> 

42 
のて
百話
周題
年と
にな
当っ
たた
る。

平懐
成徳
二堂
十記

'"昼、

年会

ど
の
よ
う
な
記
念
事
業
を
行
っ
て
い
く
の
か
が
議
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
席
上
、
筆
者
は
、
右
の
重
建
懐
徳
堂
設
計
図
の
こ
と
を
紹
介
し
、

(二
O

一O
)
に
向
け
て
、

i記
、-'ト

ら事
提業
案の
は 一
了 環
承と
さし

れ量
拍建
木懐
隆徳

雄堂
文型
空フ百

石井模
究型
科り
長制
ょ守
り 乞

徒

主管
扇ち
究
科
玄
関
へ

の
設
置
を
前
提
と
し
た
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
指
示
が
あ
っ
た
。

た
だ
ち
に
筆
者
は
、
精
密
模
型
の
制
作
を
専
門
に
す
る
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
開
発

研
究
所
に
重
一
建
懐
徳
堂
模
型
制
作
の
見
積
を
依
頼
し
た
が
、
二
十
分
の
一

1
三
十
分

の
一
の
精
密
模
型
で
約
五
百
万
円
に
な
る
と
の
試
算
結
果
を
得
た
。
文
学
研
究
科
の

年
間
予
算
規
模
か
ら
は
到
底
実
現
不
可
能
な
経
費
で
あ
っ
た
。



そ
こ
で
筆
者
は
、
平
成
十
七
年
一
月
十
七
日
、
設
計
図
面
を
携
え
て
、
大
正
当
時

の
設
計
・
施
工
を
担
当
さ
れ
た
株
式
会
社
竹
中
工
務
庖
を
訪
問
し
、
模
型
制
作
へ
の
協

力
を
要
請
し
た
。
こ
の
席
で
、
こ
の
設
計
図
面
は
当
時
の
本
物
(
実
物
)
で
あ
る
こ

と
、
こ
の
図
面
は
現
在
竹
中
工
務
庖
に
は
残
存
し
て
い
な
い
こ
と
(
す
な
わ
ち
大
阪

大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
も
の
が
唯
一
の
図
面
で
あ
る
こ
と
て
こ
の
図
面
に
基
づ
い
て
復

元
模
型
を
制
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
、
訪
問
以
前
、
文
学
研
究
科
と
竹
中
工
務
庖
と
に
は
交
渉
が
な
く
、
筆
者
も

そ
の
手
が
か
り
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
い
た
が
、
幸
い
に
も
、
平
成
十
二
年
度
以
来
、
懐

徳
堂
文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
化
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
凸
版
印
刷
株
式

会
社
の
森
津
和
明
課
長
よ
り
、
竹
中
工
務
庖
秘
書
役
の
上
回
全
良
氏
を
御
紹
介
い
た

だ
き
、
右
の
訪
問
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
、
凸
版
印
刷
の
森
津
氏
、
森

田
敬
子
氏
に
も
同
席
い
た
だ
き
、
上
回
秘
書
役
か
ら
は
、
模
型
制
作
に
つ
い
て
「
前

向
き
に
検
討
す
る
」
と
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
を
承
け
て
、
二
月
一
日
、
柏
木
研
究
科
長
と
筆
者
が
再
び
竹
中
工
務
庖
を
訪

問
し
、
本
城
邦
彦
常
務
取
締
役
に
面
会
し
た
。
こ
こ
で
、
文
学
研
究
科
か
ら
正
式
に
、

重
建
懐
徳
堂
復
元
模
型
制
作
に
つ
い
て
要
請
を
行
い
、
竹
中
工
務
庖
か
ら
は
、
模
型

を
制
作
し
大
阪
大
学
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
旨
の
正
式
回
答
を
得
た
。

こ
の
決
定
を
承
け
て
、
二
月
十
六
日
、
竹
中
工
務
庖
の
設
計
部
設
計
課
長
の
野
田

隆
史
氏
と
模
型
制
作
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
三
浦
模
型
の
三
浦
良
雄
氏
と
が

来
学
さ
れ
、
懐
抱
堂
文
庫
所
蔵
の
全
て
の
設
計
図
面
を
詳
細
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

際
、
文
学
研
究
科
と
し
て
、
平
成
十
七
年
秋
に
受
贈
式
典
を
挙
行
し
た
い
旨
を
伝
え
、

了
解
を
得
た
。
野
田
氏
か
ら
は
、
夏
頃
ま
で
に
一
部
の
サ
ン
プ
ル
を
提
示
で
き
る
よ

う
な
日
程
で
制
作
を
進
め
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。

復
元
模
型
の
完
成

そ
れ
か
ら
約
五
ヶ
月
の
後
の
七
月
十
一
日
、
野
田
氏
と
三
浦
氏
が
来
学
さ
れ
、
制

作
途
中
の
模
型
の
一
部
サ
ン
プ
ル
を
提
示
さ
れ
た
。
文
学
研
究
科
か
ら
は
柏
木
研
究

科
長
、
江
川
温
副
研
究
科
長
、
国
府
寺
司
教
授
お
よ
び
筆
者
が
立
ち
会
っ
た
。
な
お
、

こ
の
席
で
、
復
元
模
型
は
、
王
十
分
の
一
サ
イ
ズ
の
も
の
を
一
点
、
百
分
の
一
サ
イ

聞
に
、

王
十
分
の
一
サ
イ
ズ
の
も
の
を
文
学
研
究
科
玄

百
分
の
一
サ
イ
ズ
の
も
の
を
大
阪
大
学
総
長
室
と
中
之
島
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ

ズ
の
も
の
を
二
点
寄
贈
い
た
だ
き
、

ぞ
れ
設
置
し
、
そ
の
受
贈
式
典
を
十
月
十
一
日
に
挙
行
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
日
程
に
沿
っ
て
最
終
的
な
制
作
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
文
学
研
究
科
で
は
、

受
贈
式
典
に
あ
わ
せ
て
玄
関
の
改
装
と
「
懐
徳
堂
と
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
」
と
題

し
た
大
型
説
明
パ
ネ
ル
な
ど
の
制
作
・
設
置
を
進
め
、
十
月
一
日
、
二
学
期
の
開
始

に
合
わ
せ
て
施
工
が
完
了
し
た
。
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そ
の
四
日
後
の
十
月
五
日
、
野
田
氏
と
三
浦
氏
が
来
学
さ
れ
、
文
学
研
究
科
玄
関

な
ら
び
に
研
究
科
長
室
に
お
い
て
、
完
成
し
た
模
型
を
披
露
さ
れ
た
。
制
作
担
当
の

三
浦
氏
か
ら
は
、
五
十
分
の
一
サ
イ
ズ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
敷
地
内
に
書

生
数
体
、
敷
地
外
に
人
力
車
や
材
木
を
引
く
人
物
を
設
置
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ

た
。
建
物
の
ス
ケ
ー
ル
を
実
感
し
や
す
い
と
い
う
点
で
も
評
価
で
き
る
案
で
あ
り
、

文
学
研
究
科
側
も
了
解
し
た
。

受
贈
式
典
の
挙
行

平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
午
前
十
一
時
、
完
成
し
た
復
元
模
型
が
大
阪
大
学
文
学

研
究
科
に
搬
入
さ
れ
た
(
カ
ラ

l
口
絵
参
照
)
。
午
後
一
時
半
よ
り
、
関
係
者
三
十
八



柏
木
隆
雄
文
学
研
究
科
長
に
よ
る
僕
型
披
露
】

〆

【感
謝
状
贈
呈
】
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【
マ
ス
コ
ミ
各
社
取
材
の
様
子
】

名
を
招
待
し
て
、
大
阪
大
学
文
法
経
中
庭
会
議
室
に
お
い
て
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

た
。
冒
頭
、
文
学
研
究
科
の
柏
木
研
究
科
長
か
ら
、
模
型
制
作
の
経
緯
に
つ
い
て
概

要
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
宮
原
秀
夫
大
阪
大
学
総
長
に
よ
る
式
辞
、
竹
中
工
務
底

副
社
長
山
原
一
晃
氏
に
よ
る
御
挨
拶
が
あ
っ
た
。

模
型部
を屋
覆の
つ 中

て央
ぃ奥
たに
白 並
い(

禁与
+ い

室長
記型
4T が

Z霊
拍主

事t
L の
手千は
長そ

の
林後
正で
則あ
教る
授 。

(
評
議
員
)
、
向
山
彰
事
務
長
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
、
出
席
者
か
ら
感
動
の
芦
が
漏

れ
た
。
式
典
の
最
後
を
飾
っ
て
、
宮
原
阪
大
総
長
よ
り
、
竹
中
工
務
庖
の
山
原
副
社

長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

N
H
K
テ
レ
ビ
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
へ
の

式
典
終
了
後
、

対
応
を
筆
者
が
行
っ
た
。
式
典
で
は
披
露
し
な
か
っ
た
重
建
懐
徳
堂
の
政
計
図
而
を

展
開
し
、
殺
到
図
と
模
型
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
、
記
者
か
ら
の
質
問
に

答
え
た
。
ま
た
、
会
場
を
文
学
研
究
科
第

一
会
議
室
に
移
し
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

-9 -

た。
な
お
、
当
日
の
出
席
者
(
懇
親
会
の
み
の
方
も
含
む
)

は
次
の
通
り
で
あ
る
(
敬

称
略
)
。

学
外山

原

一
晃
(
株
式
会
社
竹
中
工
務
庖
取
締
役
副
社
長
)

邦
彦
(
同
・
常
務
取
締
役
)

本
城

隆
史
(
同
・
大
阪
本
底
設
計
部
設
計
課
長
)

小
谷
友

一
郎
(
凸
版
印
刷
株
式
会
社
第
二
営
業
本
部
本
部
長
)

(
同
・
販
売
促
進
本
部
本
部
長
)

野
田

竹
中

照

森
海

和
明
(
問

・
販
売
促
進
本
部
企
画
促
進
都
銀
長
)

良
雄
(
株
式
会
社
三
浦
模
型
)

浦



懐
徳
堂
記
念
会
関
係
者

久
夫
(
三
井
住
友
銀
行
総
務
部
部
長
)

一
弘
(
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
本
庖
秘
書
室
長
)

正
治
(
ダ
イ
キ
ン
工
業
総
務
担
当
部
長
)

学
内 1工

連

嘉
夫
(
事
務
局
安
全
衛
生
管
理
課
長
)

文
学
研
究
科
教
授
会
構
成
員

池
田

荒俣坪
田野井

林江柏
川木

隆
雄
(
研
究
科
長
)

利
男
(
懐
徳
堂
記
念
会
会
員
)

温
(
副
研
究
科
長
)

正
則
(
評
議
員
)

洋
一

飯
倉

万
里

宮
原

奥
平

雅 俊
行 六

泉工
藤
真
由
美

玉

井

暗

秀
夫
(
総
長
)

鈴
木

平

直
(
副
学
長
)

一
彦
(
副
学
長
)

湯
浅

邦
弘

和 森
田岡

裕
一

章
男

仁
科成

賢
次
(
法
学
研
究
科
長
)

裕
昭
(
経
済
学
研
究
科
長
)

仁
信
(
附
属
図
書
館
長
)

太
郎
(
総
合
学
術
博
物
館
長
)

亨
(
中
之
島
セ
ン
タ
ー
長
)
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永
谷

菊
野

ま
た
、
当
日
は
複
数
の
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
う
け
た
。
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る

報
道
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
式
典
当
日
(
平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
)
、

N
H
K
テ
レ
ビ
午
後
五
時
か
ら
の
ニ

ユ
ー
ス
の
中
の
地
域
情
報
「
も
っ
と
も
っ
と
関
西
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
受

贈
式
典
の
模
様
、
模
型
と
設
計
図
、
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
模
様
な
ど
が
放

映
さ
れ
た
。

中
村

江
口

慶
橋

利
夫
(
法
学
研
究
科
・
高
等
司
法
研
究
科
事
務
長
)

順
一
(
経
済
学
研
究
科
・
国
際
公
共
政
策
研
究
科
事
務
長
)

宮
下

，鳥
家

大
永
(
言
語
文
化
研
究
科
事
務
長
)

伸
二
(
附
属
図
書
館
事
務
部
長
)

@
平
成
十
七
年
十
月
十
二
日
、
毎
日
新
聞
朝
刊
、
「
阪
大
の
ル

l
ツ
し
の
ぶ
」
と
の

タ
イ
ト
ル
で
写
真
入
り
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

@
平
成
十
七
年
十
月
十
二
日
、
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
、
「
よ
み
が
え
る
「
懐
徳

堂
」
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

@
平
成
十
七
年
十
月
十
八
日
、
読
売
新
聞
夕
刊
、
「
「
懐
徳
堂
」
復
元
模
型
阪
大
に

寄
贈
」
「
学
び
の
原
点
立
ち
返
る
き
っ
か
け
に
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
写
真
入
り
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

木
下

越
進
(
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長
事
務
取
扱
)

員
一
(
基
礎
工
学
研
究
科
事
務
長
)

良
起
(
財
務
部
豊
中
調
達
セ
ン
タ
ー
室
長
)

木
下
タ
ロ
ウ
(
微
生
物
病
研
究
所
所
長
)

橋
本
日
出
男
(
事
務
局
理
事
)

美
濃

大
津島

木
村

道
夫
(
事
務
局
監
査
室
長
)



【毎
日
新
聞

一

O
月

二

一
日
朝
刊

当官罰された ..櫨飽締盟lの相健司副=司"国釧司写す

r 

i 

【日
本
経
済
新
聞

(
大
阪
版
)
】

一

O
月

二

一

日

夕

刊

(

大

阪

版

)

】

大阪市民の学びの場

開公

江
戸
時
代
に
大
坂
商
人
ら
が
立
。
自
由
な
学
風
で
知
ら
れ
た

剖』

私
財
毒
性
じ
で
つ
く
っ
科
卒
聞
が
、
明
治
桂
新
で
閉
鎖
と
な
っ
定

所
で
、
財
界
人
ら
が
大
正
時
代
た
ω

可
-

に
再
騨
U
た
「
蝿
閣
内
耳
」
の
槙
し
か
し
臥
界
人
ら
の
呼
ぴ
掛

下

型
が
十
二
日
ま
で
に
完
試
し
、
廿
で

一
九

一
六
年
(
大
正
五

山市唱

大
阪
大
で
公
開
が
始
ま
っ
た

3

年
)
、
現
在
の
大
阪
商
工
科
議
世
ぺ

慣
悟
堂
は
一
七
二
四
年
(
車
所
が
あ
る
同
区
本
町
植
に

「聖

4
v
y

保
九
年
}
、
商
人
ら
に
倫
理
や
建
橋
槽
堂
ー
と
し
て
再
速
さ
れ
、
+ハ

道
植
を
教
え
る
た
め
、
現
在
市
民
ら
が
重
立

っ

て

倫

理

阪

の
大
阪
市
中
央
区
高
に
訟
な
ど
三
一
言
民
空
間
と
し

て
親
し
ま
れ
た
。

連
物
は
戦
争
で
慣
持
し
た

が
、
残
っ
た
蘭
丹
を
大
炉
+
八
が

惇
管
、
そ
の
中
に
建
物
の
設
計

図
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
当

時
の
殴
叶
、
施
工
に
携
わ
っ
た

竹
中
土
璃
庖
に
槙
塑
の
品
作
を

依
頼
し
た
。

槙
型
は
縮
尺
瓦
十
分
の
一
が

一
語
、
縮
尺
百
分
の

一
一
が
二
基
。

大
阪
大
文
学
部
(
大
阪
府
豊
中

市
)
の
玄
関
ロ
ビ
ー
な
ど
で
展

示
中
。

読
売
新
聞

一

O
月

一

八

日

夕

刊

(
大
阪
版
)
】

「懐徳堂 J復元模型阪大に 寄 贈

学びの原点立ち返るきっかけに
大阪大学女系伊剖四ルツで、江 慣徳裳は中井竹山崩齢兄弟ほ 明出2年日開9岬 )、新肢府樹立

戸時代に町人が大阪の中心部に副首 か、富永仲語、山片蝿銚など優れた による睦椅的晶棋で一時'l，!.]絞。しカ

した学問所 7倹語堂大E時代に 学者を蝦出し、大阪ザ術の尭震と商 しJ筒元の政財碑有志が資金を醇り

再建されFょがら、回柏町大阪大空血 道徳の宵成に貢献した。この歴史に 大正 5年(l916年)に再建にこぎて

で暁失した rm辺健徳笠jの曲針阻 詳しい湯浅邦弘教揖による乙、中国 けた。

が見つかり、当時間百十 ・施工を手が のi!i輿を中'"こ高峰な揖誼市行わ 酎富十出は、宗い輯失を免れたS蒔

けた竹中工時自が憧元樺置を制作 れ、「江田の自平坂学問所と並訓隆 ω資料 3万60叩点の中から見つかっ

し、 同大学に祷抽した。 磁を開った」というc た。これを'"にE十3基0)積雪包が制作

Ilff!id/J} 

たc

嫡徳主主は、庶国か官軽に、幅 Lてく

学ぶ場だった。身分制社会にあって、

CID生の交りは、員接貧富を描ぜず、

同裁と為すべき事Jと定的、商人の

子弟も子議も共に学んだ。また、田

離な..悠も民の力を結集しと乗り越

え、ほとんど官に頼ることなく学聞

の過を切り聞いてきた。

学ぶとはどういうことかc原点に

立ち返って考えるーコのきっかけと

なるかもしれなt¥"友)

され、5C分の !槙型を文学部本開ロ

ヒ.ーに、 100分の l横型の 2議を拙

畏筆と中之島センタ玄関口ピ!こ

趨くこととなった。

受閉式で宮師秀夫学艇は「大肢は

外国に闘い街だと紹介されている

・市、大学を酌れる外国人にこの頃型

を男せ、 『大阪は文化を大耶にする

tE~~ と示していきたいヨとあいさ

つc 柏木睦雄文学研究科~tj:" r臨
臼沼にすることで、学生に慣徳盤の

制御を遜ってほしbリと期待を寄せ

11 

阪
大
の
ル
l
ツ
レ
の
ぶ
一
日
γ
目
立
町
民
一
同
時
r
E
F
一

一院
大
文
学
邸
玄
関
ロ
ピ
で
一
い
る
。
一
堂
(
縦
約
必
官
、
綱
相
凶
れ
)
一

軍
建
協
徳
堂
の

一

一

一

一

千
公
開
さ
れ
た
。
大
定
時
代
の
一
樹
甥
訟
は
I
7
2
4
幸一
が百円抑ま
れ
号

制旧民を
対一

復
元
模
型
公
開
一
草
壁
野
佐
工し
た
一
号
)
字
、
現
在
実
需
一
隊
員
な
ど
の
事

Z

K
同
時
代
に
大
坂
町
人
が
一
竹
中
工
務
芭の
制
作
kc
、
智
一
申
央
区
に
綜
立
さ
れ
、
1
8
一われ
h

山匂

【筏
本
般
】

崩
し
で
盤
酸
素
、

16一
幽
さ
れ
た
阪
大
は
、
寝
袋
一

E
(明
治
吉
)
得
、
財政

会
主
主
要
空
白
事
聖
霊
草
蔀

σ語
型
車
一
慰
む
た
め
聞
明
。

19
4

失
し
た

訟
撃
態
二
付
け
て
お
り
、
車

宍

章

一
(
査
互
牢

E
人に

の
回
分
の
1
白
健
一
元
被
剥
が
一
星
は
「
慣
徳
笠
を
受
貯
紘
一よ
る
掌
綬
」
と
の
製
鍾
石
川両

日
目
、
大
阪
府
穆
中
市
の
犬
一
い
で
今
の
阪
穴
が
あ
る
ん
工
よ
り
畑
西
財
界
が
支
脅
して



重
建
懐
徳
堂
設
計
図

そ
れ
で
は
、

こ
の
模
型
制
作
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
設
計
図
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

こ
の
図
面
は
、
大
正
五
年
(
一
九
二
ハ
)
に
再
建
さ
れ
た
慎
憶
堂
(
重
建
懐
徳

い
わ
ゆ
る
背
焼
き
で
、

主
図
面
は
全
五
枚
綴
り
。
縦
五

一

堂
)
の
設
計
図
で
あ
る
。

五
団
×
横
七
回
忌

五
咽
。
表
紙
に
「
大
正
四
年
九
月

懐
徳
堂
設
計
図

竹
中
工
務

底
』
と
あ
る
。

【重
述
懐
徳
堂
設
計
図
】

尺
度
百
分
之
壱
」
と
し
て
講
堂
お
よ
び
二

階
建
て
事
務
所
の
平
面
図
、
二
枚
目
は
「
懐
徳
堂
新
築
図
建
図
尺
度
百
分
之
壱
」

と
し
て
全
体
の
正
面
図
と
側
面
図
、

三
枚
目
は
「
憾
徳
盆
新
築
図
建
図

一
枚
目
は

「
懐
徳
堂
新
築
図
平
面
図

尺
度
五
拾

分
之
壱
」
と
し
て
床
伏
図

・
基
礎
図
・
屋
根
問
屋
伏
図
、
四
枚
目
は
「
懐
徳
堂
新
築

尺
度
試
拾
分
之
壱
」
、
玉
枚
目
は
「
慎
徳
堂
新
築
図

図
建
図

各
部
詳
細
圃

詳
細
圃

縮
尺
H
¥
N
凸」
。

【重
建
懐
徳
堂
平
面
図
】

園前平聖徳懐

a
a
m

一

ロ

ー
「

一

t

E

"

一
階

一
問

調

司

d

晋
司
札
一
下

一宮

Eaz

一

事

華

同

譜世

世話小

A障? 
車

f 
司
監
守
一
時

一
崎
議

一

官

M
』

J1
一
よ

車
修
一量
一 空講ホ

玄
関
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
重
建
懐
徳
堂
は
、
大
阪
市
東
区
豊
後
町
十
九
番
地
(
現
・
中
央

区
本
町
橋
)
の
東
横
堀
川
に
面
し
た
公
道
に
西
向
き
に
配
置
さ
れ
、
公
道
か
ら
門
を

入
り
、
車
寄
せ
、
講
堂
、
そ
の
左
側
(
北
)
に
別
棟
の
事
務
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。図

面
の
数
値
は
尺
貫
法
で
記
入
さ
れ
て
お
り
、
講
堂
床
図
面
の
数
値
「
五
四
・

O

(
九
間
)
×
八
五
・
玉
(
十
四
間
二
五
ご
に
よ
れ
ば
、
縦
二
十
六
メ
ー
ト
ル
×
横
十

六
・
四
メ
ー
ト
ル
、
床
面
積
四
二
五
2

m

(

一
二
六
坪
)
と
な
る
。
そ
の
内
、
建
物
の
大

半
を
占
め
る
「
大
講
堂
」
は
、
玄
関
・
車
寄
せ
か
ら
廊
下
を
通
っ
た
奥
(
東
)
に
配
置

さ
れ
て
お
り
、
「
五
拾
八
坪
玉
合
」
、
そ
の
廊
下
を
挟
む
二
つ
の
「
小
講
堂
」
は
そ
れ

ぞ
れ
「
十
七
坪
五
合
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
講
堂
の
奥
(
東
)
の
両
側
の
空
間

は
、
こ
の
設
計
図
面
で
は
、
各
々
「
講
師
溜
八
坪
」
「
(
内
)
玄
関
土
間
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
後
に
こ
れ
ら
は
「
素
読
室
」
「
物
置
」
に
改
造
さ
れ
た
。

ま
た
別
棟
の
「
事
務
所
」
は
二
階
建
て
で
床
面
積
は
「
四
間
」
×
「
三
間
半
」
(
十

四
坪
)
。
一
階
が
「
受
付
」
「
小
使
室
」
な
ど
、
二
階
が
「
会
議
室
」
と
な
っ
て
い
る
。

懐
億
堂
文
庫
に
は
、
別
に
、
こ
の
内
の
一
枚
目
・
二
枚
目
と
ほ
ぼ
同
様
の
「
懐
飽

堂
新
築
図
平
面
図
」
も
あ
り
、
数
値
は
こ
ち
ら
の
方
が
読
み
取
り
ゃ
す
い
が
、
「
便

所
」
の
位
置
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
十
五
年
の
「
懐
徳
堂
事
務
所
一

部
改
造
設
計
図
」
、
昭
和
十
四
年
、
「
懐
徳
堂
表
門
(
塀
重
門
)
及
び
掲
示
板
実
測

図
」
、
昭
和
十
四
年
、
「
懐
徳
堂
表
門
改
造
図
」
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。
重
建
懐
倍

堂
は
、
大
正
五
年
の
建
設
以
後
、
一
部
改
造
・
増
設
を
経
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
設

計
図
で
そ
の
過
程
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
二
十
年
の
「
仮
設

住
居
兼
事
務
所
設
計
図
」
は
、
大
阪
空
襲
に
よ
る
焼
失
後
に
設
け
ら
れ
た
仮
設
建
物

の
設
計
図
で
あ
る
。

な
お
、
懐
徳
堂
重
建
前
後
の
様
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
大
正
四
年
六
月
、
講
堂

敷
地
と
し
て
府
立
大
阪
博
物
場
の
西
北
隅
に
当
た
る
三
六
一
坪
の
無
償
使
用
の
許
可

を
得
て
、
懐
徳
堂
重
建
の
議
が
決
定
。
十
月
、
地
鎮
祭
執
行
。
大
正
五
年
九
月
、
懐

徳
堂
竣
工
。
十
月
十
五
日
開
講
式
挙
行
、
十
一
月
四
日
、
定
期
学
術
講
演
会
を
開
催
。

十
二
月
、
広
島
高
等
師
範
教
授
松
山
直
蔵
を
招
鴨
し
て
懐
徳
堂
教
授
に
任
命
。
翌
六

年
一
月
、
会
計
規
則
、
講
義
規
則
を
制
定
、
理
事
西
村
天
国
に
講
師
を
依
嘱
。
一
月

二
十
七
日
、
松
山
教
授
、
『
大
学
』
首
章
を
講
義
、
四
月
、
素
読
科
開
設
、
十
月
十
四

日
、
記
念
祭
恒
典
挙
行
。

そ
の
後
、
大
正
十
五
年
十
月
三
十
一
日
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建

て
の
書
庫
・
研
究
室
棟
が
増
設
さ
れ
た
が
、
二
十
年
三
月
十
四
日
、
大
阪
空
襲
に
よ

り
、
書
庫
を
除
く
講
堂
・
事
務
所
を
焼
失
し
た
。
昭
和
二
十
年
「
仮
設
住
居
兼
事
務

所
設
計
図
」
に
よ
れ
ば
、
仮
設
住
居
兼
事
務
所
は
八
畳
、
六
畳
、
四
.
五
畳
か
ら
成

る
平
屋
で
あ
り
、
焼
け
残
っ
た
書
庫
と
と
も
に
、
戦
後
の
焼
け
野
原
の
中
で
な
お
事

業
が
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

-
no
 ---.
 

-

重
建
穣
徳
堂
復
元
模
型
の
意
義

こ
の
た
び
の
復
元
模
型
制
作
は
、
重
建
懐
徳
堂
講
堂
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
九
十
年
後
の
出
来
事
と
な
っ
た
。
九
十
年
前
、
大
阪
に
は
市
民
大
学
と
し
て
の
懐

徳
堂
を
待
望
す
る
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
が
抱
い
て
い

た
学
問
に
対
す
る
熱
き
思
い
を
、
我
々
は
真
撃
に
受
け
止
め
、
そ
の
精
神
を
し
っ
か

り
と
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
重
建
懐
徳
堂
の
復
元
模
型
は
、
そ
の
た
め
の

重
要
な
象
徴
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。



【
関
係
デ
l
タ
}

重
建
懐
徳
堂

地
所

大
阪
市
東
区
豊
後
町
一
九
番
地

(
現
在
の
中
央
区
本
町
橋
、
大
阪
商
工
会
議
所
)

敷
地
面
積

二
六
一
坪

建
物

講
堂
(
木
造
平
屋
)
、
事
務
所
(
木
造
二
階
建
)
、

書
庫
・
研
究
室
棟
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
)

縦
二
六

m
×
横
一
六
・
四
円
床
面
積
四
二
五
2

m

(

一
二
六
坪
)

講
堂
規
模

設
計
図
面
(
主
図
面
)

全
五
枚
綴
り
。
各
縦
五
一
.

表
紙
に
「
大
正
四
年
九
月

五
四
×
横
七
四
.

懐
徳
堂
設
計
図

王
価
。

ー 14 -

竹
中
工
務
庖
」

重
建
懐
徳
堂
復
元
模
型
(
縮
尺
〈
問
。
、
単
位
剛
)

外
観
寸
法
(
講
堂
、
門
、
敷
地
、
外
塀
を
含
む
)

一
二

O
O
×
九

O
O

ア
ク
リ
ル
ケ
l
ス
寸
法

主
材
質
硬
質
紙
・
モ
デ
ル
ボ

l
ド
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
木

一
二
三

O
×
九
三

O
×
四
三

O




